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自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
と

連
帯
に
基
づ
き
、
災
害
か
ら
自
分
・
家
族
・

地
域
の
安
全
を
守
る
「
共
助
」
の
活
動
を

行
う
組
織
で
す
。

　
こ
の
組
織
は
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど

の
地
域
で
生
活
環
境
を
共
有
し
て
い
る
住

民
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
主
体
的
な
活
動

と
し
て
結
成
・
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
平
常
時
の
活
動
】

　

災
害
に
備
え
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す

　
地
域
で
の
防
災
訓
練
の
実
施
や
市
の
防

災
訓
練
へ
の
参
加
、
備
蓄
資
機
材
の
点
検

や
整
備
、
危
険
箇
所
の
把
握
、
県
・
市
で

行
う
研
修
会
や
講
演
会
へ
の
参
加
な
ど

【
災
害
時
の
活
動
】

　

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
活
動

や
、
ま
ち
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
い
ま
す

　
火
災
時
の
初
期
消
火
や
消
防
車
両
の
誘

導
、
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
ま
た

は
地
震
災
害
時
に
は
住
民
の
避
難
誘
導
や

救
出
救
護
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
補
助

な
ど

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」
が
う
ま
く
連
携
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
の
発
生
直
後
は
、
国
や
県
、
市
な

ど
行
政
の
対
応
「
公
助
」
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
、
早
期
に
実
行
性
の
あ
る
対
策
を

と
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
想
定
さ
れ
ま

す
。

　
自
分
の
身
の
安
全
は
自
分
で
守
る
と
い

う
「
自
助
」
と
と
も
に
、
地
域
や
隣
人
な

ど
で
協
力
し
合
い
、
お
互
い
を
助
け
合
う

「
共
助
」
が
必
要
で
す
。

　「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
が
う
ま
く

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
地
域
で

協
力
し
合
う
体
制
や
活
動
に
あ
た
る
「
共

助
」
は
、「
自
主
防
災
組
織
」
が
中
心
と

な
り
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
い
う
大
災
害
か
ら
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
新
潟
県
中

越
地
震
、
広
島
県
や
兵
庫
県
で
の
大
雨
土
砂
災
害
、
そ
し
て
４
年
前
の
未
曾
有
の
東
日
本
大

震
災
と
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
き
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
ガ
レ
キ
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
約
８
割
が
家
族
や
近
所
の
人

に
救
出
さ
れ
た
と
い
う
報
告
や
、
新
潟
中
越
地
震
に
お
け
る
旧
山
古
志
村
（
現
長
岡
市
）
で

の
発
災
当
日
に
住
民
全
員
の
安
否
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
住
民
同
士
が
相
互
に
協
力
し
合

う
「
共
助
」
の
最
た
る
例
で
す
。

　

平
成
26
年
４
月
現
在
、
下
妻
市
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
35
・
７
％
で
、
ま

だ
ま
だ
低
い
状
況
で
す
。
今
回
は
、
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
自
主
防
災
組
織
」を
つ
く
ろ
う

「
自
主
防
災
組
織
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一
へ
の
備
え

万
が
一
へ
の
備
え

自主防災組織の組織率
（平成26年４月現在：下妻市）

自主防災組織の組織率
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山尻常会自主防災会

横島 基義会長

組織を結成
するとき

資機材や
備蓄食料を
整備するとき

資料作成など自主防災組織の結成に
係る費用
助成額：３万円（一律）

自主防災組織の資機材（備品等）の
整備に係る費用
助成額：資機材整備費の１/２
　　　（上限額10万円・１回限り）

ホース格納箱の設置及び修繕に係る
費用
助成額：設置費用の１/２
　　　（上限額10万円）

ホース格納箱
を設置する
とき

結
束
力
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
く

結
束
力
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
く

　

私
た
ち
の
山
尻
常
会
は
、
昨
年
９
月
１
日

の
防
災
の
日
に
合
わ
せ
て
自
主
防
災
会
を
結

成
し
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
自
警
消
防
団
と
自
主
防
災
会
の

違
い
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
ま
た
市
で
も
ら
っ

た
任
務
分
担
表
を
見
る
と
班
や
個
人
の
役
割

が
多
く
、皆
さ
ん
結
成
に
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
や

減
災
に
つ
い
て
考
え
る
人
や
機
会
が
増
え
、

も
う
一
度
市
か
ら
詳
し
く
話
を
聞
く
と
、「
で

き
る
範
囲
の
活
動
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
に
説
明

し
納
得
し
て
も
ら
い
結
成
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
山
尻
常
会
と
い
う
と
各
世
帯

の
代
表
者
の
み
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
自
主

防
災
会
で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
結
成
し

て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
自
主
防
災
会
で
は

様
々
な
世
代
の
全
て
の
人
や
、
諸
団
体
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
も
っ
て
結
束
力
が
よ

り
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
昼
と
夜
で
地
区
に
い
る
人
が
変

わ
っ
て
く
る
の
で
、
時
間
帯
別
の
班
構
成
や
、

皆
さ
ん
の
同
意
を
得
ら
れ
れ
ば
全
戸
の
家
族

構
成
の
情
報
共
有
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
だ
け
で
な
く
、
安

心
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
防
犯
も
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
自
主
防
災
組
織
」
と
い
っ
て
も
難
し
く

考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
組
織
づ
く

り
は
、
現
在
の
自
治
区
や
町
内
会
な
ど
組

織
を
そ
の
ま
ま
自
主
防
災
組
織
と
し
て
結

成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
組
織
づ
く
り
に
関
す
る
規
約

や
役
員
名
簿
の
作
成
な
ど
は
、
市
役
所
本

庁
舎
の
消
防
交
通
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
は

ど
の
よ
う
に
つ
く
る

自
主
防
災
組
織
は

ど
の
よ
う
に
つ
く
る

連
携
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重
要

「
自
助
・
共
助
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連
携
が
重
要

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

　
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
活

動
に
対
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の

結
成・
活
動
へ
の
支
援

自
主
防
災
組
織
の

結
成・
活
動
へ
の
支
援

自
主
防
災
組
織
と
は

自
主
防
災
組
織
と
は

　
市
内
で
最
近
、結
成
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織
を
紹
介
し
ま
す
。

始
め
ま
し
た 

私
た
ち
の
自
主
防
災
組
織

始
め
ま
し
た 

私
た
ち
の
自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織
の
活
動

自
主
防
災
組
織
の
活
動

問
い
合
わ
せ

消
防
交
通
課 

☎
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２
１
１
９

問
い
合
わ
せ

消
防
交
通
課 

☎
43－

２
１
１
９

共 助
自主防災組織や
自治会の
防災活動

公 助
市や消防本部、
県、国による
防災活動

自 助
市民や事業所の
防災活動

Interview

肘谷第２自主防災会

木村 功会長

地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る

地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る

　

私
た
ち
の
肘
谷
地
区
は
、
県
指
定
文
化
財

で
あ
る
木
造
観
世
音
菩
薩
立
像
（
豆
い
り
観

音
）
が
あ
る
こ
と
や
小
貝
川
に
近
い
こ
と
か

ら
、
以
前
か
ら
少
な
か
ら
ず
防
災
意
識
は
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は

大
き
な
被
害
に
遭
い
、
特
に
停
電
に
は
大
変

苦
労
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
経
験
か
ら
昨
年
２
月
、
肘
谷
第
２
自

主
防
災
会
を
設
立
し
、
肘
谷
公
民
館
を
地
域

の
避
難
所
に
活
用
し
よ
う
と
考
え
、Ｌ
Ｐ
ガ

ス
で
発
電
で
き
る
「
発
電
機
」
を
購
入
し
ま

し
た
。
７
月
に
肘
谷
自
主
防
災
会
と
合
同
で

行
っ
た
地
域
の
防
災
訓
練
で
は
、
公
民
館
の

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
っ
た
発
電
機
の
作
動
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
発
電

で
き
る
こ
と
や
発
電
機
で
公
民
館
の
照
明
を

点
灯
で
き
る
こ
と
に
は
、
皆
さ
ん
大
変
満
足

し
て
い
ま
し
た
。

　

消
防
署
や
消
防
団
の
指
導
の
も
と
で
消
火

訓
練
も
行
い
ま
し
た
が
、
使
用
し
た
消
防

ホ
ー
ス
を
乾
燥
さ
せ
る
設
備
や
消
火
栓
の
蓋

を
開
け
る
工
具
の
必
要
性
な
ど
、
新
た
な
改

善
点
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
肘
谷
自
主
防
災
会
と
協
力
し
な
が

ら
、
防
災
訓
練
を
行
っ
て
防
災
意
識
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
と
下
妻
市
は
、
地
域
防
災

の
中
核
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
新

規
結
成
や
活
動
の
促
進
を
図
る
た

め
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

２
月
27
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

Interview

防災啓発研修会（自主防災組織リーダー研修会）に参加しよう
【
講
演
１
】

「
大
規
模
な
地
震
・
津
波
災
害
」
に

備
え
る

〜
気
象
庁
勤
務
の
経
験
か
ら
〜

●
講
師…

鉢
嶺
猛
氏

　
（
元
東
京
管
区
気
象
台
長
・
元
気
象
庁

　

地
震
火
山
部
地
震
津
波
監
視
課
長
）

【
講
演
２
】

気
象
庁
が
進
め
て
い
る
防
災
に
係
る

施
策
に
つ
い
て

●
講
師…

水
戸
地
方
気
象
台
職
員

【
事
例
紹
介
】

自
主
防
災
組
織
の
活
動
事
例
と
し
て
、

地
域
防
災
へ
の
女
性
の
参
加
・
自
主

防
災
会
の
再
構
築
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
・
自
主
防
災
組
織
の

活
性
化

下
妻
市
民
文
化
会
館

　

下
妻
市
本
城
町
３
丁
目
36
番
地

　

☎
43－

２
１
１
８

日 

時
会 

場
内 

容

自主防災組織をつくろう


